
自治体排出量カルテ①　CO2排出量の現状把握 山陽小野田市
○地方公共団体の部門・分野別CO2排出量（標準的手法）

平成17年度 [千t-CO2]
排出量

［千t-CO2］
合　　計　 2,865 100%

産業部門 2,479 87%

製造業 2,451 86%

建設業・鉱業 13 0%

農林水産業 15 1%

業務その他部門 103 4%

家庭部門 130 5%

運輸部門 143 5%

自動車 127 4%

旅客 77 3%

貨物 51 2%

鉄道 4 0%

船舶 11 0%

11 0%

※表中の構成比は、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。

平成25年度
排出量

［千t-CO2］
合　　計　 3,372 100%

産業部門 2,983 88% ［千t-CO2］
製造業 2,958 88%

建設業・鉱業 7 0% 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

農林水産業 18 1% 合　　計　 3,156 2,651 2,636 3,175 3,108 3,372 3,491 2,951 2,572 2,950 2,920 2,592 1,988 2,715

業務その他部門 109 3% 産業部門 2,776 2,294 2,236 2,795 2,714 2,983 3,120 2,591 2,233 2,615 2,605 2,272 1,716 2,434

家庭部門 142 4% 製造業 製造業 2,752 2,266 2,209 2,765 2,685 2,958 3,098 2,569 2,211 2,593 2,586 2,252 1,691 2,409

運輸部門 130 4% 建設業・鉱業 建設業・鉱業 7 7 8 11 11 7 6 6 5 6 5 5 5 6

自動車 112 3% 農林水産業 農林水産業 17 21 20 19 19 18 16 16 17 16 15 15 20 18

旅客 70 2% 業務その他部門 業務その他部門 112 107 122 112 112 109 101 102 90 87 77 70 67 71

貨物 42 1% 家庭部門 家庭部門 124 109 134 127 138 142 136 122 116 118 108 87 94 96

鉄道 5 0% 運輸部門 運輸部門 135 132 136 131 134 130 126 127 124 122 121 157 105 107

船舶 13 0% 自動車 120 119 118 115 115 112 109 109 107 106 104 102 91 90

8 0% 旅客 旅客 72 74 74 73 73 70 68 67 67 66 65 62 55 53

※表中の構成比は、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。 貨物 貨物 47 45 45 43 42 42 42 42 41 40 40 39 36 37

鉄道 鉄道 4 4 4 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 4

船舶 船舶 12 10 13 11 14 13 11 14 13 12 13 51 11 13
廃棄物分野（一般廃棄物） 8 9 8 10 8 8 8 9 8 8 8 7 6 7

令和3年度 ※表中の内訳と小計・合計は、四捨五入の関係で一致しない場合があります。

排出量
［千t-CO2］

合　　計　 2,715 100% （令和3年度）
産業部門 2,434 90%

製
造

製造業 2,409 89%
建
設

建設業・鉱業 6 0%
農
林

農林水産業 18 1%
業
務

業務その他部門 71 3%
家
庭

家庭部門 96 4%

運輸部門 107 4%

自動車 90 3%
旅
客

旅客 53 2%
貨
物

貨物 37 1%
鉄
道

鉄道 4 0%
船
舶

船舶 13 0%
廃
棄

7 0%

※表中の構成比は、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。

部門・分野 構成比

区域のCO2排出量は、環境省「地方公共団体実行計画（区域施策編）策定･実施マニュアル」の標準的手法に基づき、統計資料の按分により地方公共団体別部門・分野別CO2排出量を推計した値です。なお、一般廃棄物のCO2排出量は、環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」の焼却処理量から推計しています。
各地方公共団体の過年度のデータは、地方公共団体実行計画策定・実施支援サイト「部門別CO2排出量の現況推計(部門別データ)」（https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei2.html）を御参照ください。
本カルテに掲載している推計年度は、地方公共団体実行計画（区域施策編）で地域の温室効果ガス排出量の目標を策定する際に基準年度や現状年度として選択できます。令和3年度（2021年度）は最新の現況推計年度です。各部門・分野別CO2排出量構成比を分析することで施策の検討に役立てることができます。

廃棄物分野（一般廃棄物）

5）部門・分野別CO2排出量構成比の比較（都道府県平均及び全国平均）

1）部門・分野別CO2排出量構成比 平成17年度（2005年度） 4）部門・分野別CO2排出量の推移

2）部門・分野別CO2排出量構成比 平成25年度（2013年度）

3）部門・分野別CO2排出量構成比 令和3年度（2021年度）

部門・分野 構成比

廃棄物分野（一般廃棄物）

部門・分野 構成比
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産業部門 業務その他部門 家庭部門 運輸部門 廃棄物分野（一般廃棄物） ※構成比は、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。

【資料４】




